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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
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【公開番号】特開2016-36495(P2016-36495A)
【公開日】平成28年3月22日(2016.3.22)
【年通号数】公開・登録公報2016-017
【出願番号】特願2014-161304(P2014-161304)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　
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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月24日(2016.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行う遊技機であって、
　可変表示に関する情報を、保留記憶として記憶する保留記憶手段と、
　前記保留記憶手段に記憶された保留記憶に対応して保留表示を表示する保留表示手段と
、
　保留表示の表示態様を通常態様とは異なる態様に変化させる変化演出を実行可能な変化
演出実行手段とを備え、
　前記変化演出実行手段は、
　前記変化演出として、少なくとも第１変化演出と該第１変化演出とは認識しやすさが異
なる態様により実行される第２変化演出とを実行可能であり、
　前記第１変化演出を実行して保留表示の表示態様を変化させるときと、前記第２変化演
出を実行して保留表示の表示態様を変化させるときとで、保留表示の表示態様をいずれの
態様に変化させるかの割合が異なる
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　可変表示を行う遊技機であって、
　可変表示の実行中に該可変表示に対応する対応表示を行う対応表示制御手段と、
　対応表示の表示態様を通常態様とは異なる態様に変化させる変化演出を実行可能な変化
演出実行手段とを備え、
　前記変化演出実行手段は、
　前記変化演出として、少なくとも第１変化演出と該第１変化演出とは認識しやすさが異
なる態様により実行される第２変化演出とを実行可能であり、
　前記第１変化演出を実行して対応表示の表示態様を変化させるときと、前記第２変化演
出を実行して対応表示の表示態様を変化させるときとで、対応表示の表示態様をいずれの
態様に変化させるかの割合が異なる
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　変化演出の実行を制限する変化演出制限手段を備えた
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　請求項１または請求項２記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　特許文献１に記載されたように保留表示の表示態様を通常態様とは異なる態様に変化さ
せる場合に加えて、実行中の可変表示に対応する対応表示の表示態様を通常態様とは異な
る態様に変化させる場合にも変化演出を実行するように遊技機を構成することがある。し
かし、そのように保留表示または対応表示の表示態様を変化させるときに変化演出を実行
可能に構成した遊技機において、特許文献１に記載されたような作用演出を実行できない
状況（例えば、スーパーリーチ演出の実行中である場合）において、作用演出を実行せず
、そのまま保留表示または対応表示の表示態様を変化させるように構成することが考えら
れるが、遊技者が保留表示または対応表示の表示態様が変化したことに気付きにくい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　そこで、本発明は、興趣の向上を図ることができる遊技機を提供することを目的とする
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
（手段１）本発明による遊技機は、可変表示を行う遊技機であって、可変表示に関する情
報を、保留記憶として記憶する保留記憶手段（例えば、第１保留記憶バッファ、第２保留
記憶バッファ）と、保留記憶手段に記憶された保留記憶に対応して保留表示を表示する保
留表示手段（例えば、合算保留記憶表示部１８ｃ）と、保留表示の表示態様を通常態様（
例えば、通常表示態様（白色の丸形表示））とは異なる態様（例えば、特殊表示態様（青
色や赤色の丸形表示））に変化させる変化演出（例えば、保留予告演出）を実行可能な変
化演出実行手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ８
００５，Ｓ８００９，Ｓ８０１１，Ｓ８１０５，Ｓ８１０９～Ｓ８１１３を実行する部分
）とを備え、変化演出実行手段は、変化演出として、少なくとも第１変化演出（例えば、
作用演出を伴う保留予告演出Ｃ，Ｄ）と該第１変化演出とは認識しやすさが異なる態様に
より実行される第２変化演出（例えば、保留シフト時に保留表示を変化させる保留予告演
出Ａ，Ｂ）とを実行可能であり、第１変化演出を実行して保留表示の表示態様を変化させ
るときと、第２変化演出を実行して保留表示の表示態様を変化させるときとで、保留表示
の表示態様をいずれの態様に変化させるかの割合が異なる（例えば、図３７に示すように
、作用演出を伴う保留予告演出Ｃ，Ｄでは１００％の割合で通常表示態様と同様のサイズ
で保留表示を特殊表示態様で表示し、保留シフト時に保留表示を変化させる保留予告演出
Ａ，Ｂでは１００％の割合で通常表示態様よりも大きいサイズで保留表示を特殊表示態様
で表示する）ことを特徴とする。そのような構成によれば、興趣の向上を図ることができ
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
（手段２）本発明による遊技機の他の態様は、可変表示を行う遊技機であって、可変表示
の実行中に該可変表示に対応する対応表示（本例では、アクティブ保留表示）を行う対応
表示制御手段（例えば、第２の実施の形態において演出制御用マイクロコンピュータ１０
０におけるステップＳ８５０３，Ｓ８５０４，Ｓ８５０６を実行する部分）と、対応表示
の表示態様を通常態様（例えば、通常表示態様（白色の丸形表示））とは異なる態様（例
えば、特殊表示態様（青色や赤色の丸形表示））に変化させる変化演出（例えば、アクテ
ィブ保留演出）を実行可能な変化演出実行手段（例えば、第２の実施の形態において演出
制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ８５０３，Ｓ８５０７，Ｓ８０１
１，Ｓ８１０５，Ｓ８６０２～Ｓ８６０６を実行する部分）とを備え、変化演出実行手段
は、変化演出として、少なくとも第１変化演出（例えば、作用演出を伴うアクティブ保留
演出）と該第１変化演出とは認識しやすさが異なる態様により実行される第２変化演出（
例えば、保留シフト時に保留表示を変化させるアクティブ保留演出）とを実行可能であり
、第１変化演出を実行して対応表示の表示態様を変化させるときと、第２変化演出を実行
して対応表示の表示態様を変化させるときとで、対応表示の表示態様をいずれの態様に変
化させるかの割合が異なる（例えば、図３７と同様の態様で、作用演出を伴うアクティブ
保留演出では１００％の割合で通常表示態様と同様のサイズでアクティブ保留表示を特殊
表示態様で表示し、保留シフト時に保留表示を変化させるアクティブ保留演出では１００
％の割合で通常表示態様よりも大きいサイズでアクティブ保留表示を特殊表示態様で表示
する）ことを特徴とする。そのような構成によれば、興趣の向上を図ることができる。
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